
 

令和７年度 子どもの読書の実態に関する調査の結果 

 

1. 調査の目的 

岡山県下における子どもの読書実態の現状把握のため、小学生・中学生・高校生の読書の実態に

関する調査を実施したもの。 

 

2. 調査の対象 

県内の小学校・中学校・義務教育学校・中等教育学校・高等学校（私立を含む）に在籍する児童

生徒 

 

3. 調査の時期 

令和７年１０月１日から令和７年１０月１７日まで 

 

4. 調査の方法 

県教育委員会において、県内の小学校・中学校・義務教育学校・中等教育学校・高等学校（私立

を含む）の中から地域分布及び児童生徒の在籍数（令和７年５月１日時点）等を考慮して調査対

象校を抽出し、調査対象学科・学年を指定した。 

調査対象校において、指定された学科・学年の中から１学級を選び、「３ 調査の時期」の間で、

学級単位で一斉に調査を実施した。  

調査への回答は、Googleフォームにて行い、回答回収結果は以下のとおりであった。 
 

 

小学生(４～６年生) 

※義務教育学校４～６年生を 

含む 

※分校を除く 

中学生 

※義務教育学校７～９年生、 

中等教育学校前期課程生を 

含む 

高校生 

※中等教育学校後期課程生を 

含む 

※通信制課程を除く 

回答者数 951人 907人 913人 

回答回収率 90.6％（951/1,050人） 86.3％（907/1,051人） 87.2％（913/1,047人） 

県内校数 363校 167校 88校 

県内児童生徒数 46,933人 48,966人 47,565人 

調査対象校数 44校 36校 38校 

調査対象者数 1,050人 1,051人 1,047人 

抽出率 2.2％（1,050/46,933人） 2.1％（1,051/48,966人） 2.2％（1,047/47,565人） 

 

5. 調査の項目 

問１ １か月の読書冊数（回答対象：全員） 

問２ 不読の理由（回答対象：問１で「全く読まなかった」と回答した児童生徒） 

問２ 本の入手方法（回答対象：問１で「全く読まなかった」と回答した児童生徒以外） 

問３ １か月に利用した紙及び電子の文字・活字媒体（回答対象：全員） 

問４ 学校図書館の利用頻度（回答対象：全員） 

 

6. 調査結果の見方 

グラフに付加している「n」は、特に記載のない限り、回答者数とする。 

調査結果の数値（％）は、特に記載のない限り、各質問への回答者数全体に対する割合とする。 

なお、小数点第２位を四捨五入しているため、構成比の合計が 100％ではない場合がある。 

また、複数回答の場合、構成比の合計が 100％を超える。 

 

 

 

令和８年１月 

岡山県教育庁生涯学習課 



1. 読書の状況 

 

①１か月の読書冊数 

本調査の対象者全員に対して、９月１か月間に、何冊くらい「本（電子書籍を含む）」を読んだかを

質問した。 

※ 朝読書や授業の時間に読んだものを含む。 

※ 本問における「本」には、マンガ（マンガ雑誌・学習マンガを含む）、雑誌、辞典・事典・図鑑、

新聞、教科書・学習参考書、絵・写真のみの画集や写真集を含まない。 

 

(1)１か月の読書冊数（％）【単一回答】 
 

・小学生（n=951）       ・中学生（n=907）       ・高校生（n=913） 

 

(2)不読率 

本調査において、９月１か月間に本を全く読まなかった児童生徒の割合を、不読率とする。 

令和７年度の不読率は、小学生は 11.0％（前年度比＋2.3％）、中学生は 22.6％（前年度比＋10.4％）、

高校生は 45.8％（前年度比＋2.5％）となった。 
 

・不読率の推移（％） 

11.0

11.1

23.7

20.1

34.1

１．全く読まなかった（n=105）

２．１冊まではいかないが、読んだ（n=106）

３．１～２冊読んだ（n=225）

４．３～４冊読んだ（n=191）

５．５冊以上読んだ（n=324）

22.6

19.7

29.8

11.0

16.9

１．全く読まなかった（n=205）

２．１冊まではいかないが、読んだ（n=179）

３．１～２冊読んだ（n=270）

４．３～４冊読んだ（n=100）

５．５冊以上読んだ（n=153）

45.8

20.3

20.2

6.6
7.2

１．全く読まなかった（n=418）

２．１冊まではいかないが、読んだ（n=185）

３．１～２冊読んだ（n=184）

４．３～４冊読んだ（n=60）

５．５冊以上読んだ（n=66）

5.5

6.4

7.0
8.5

9.610.1

18.6

13.1

23.4 24.2

49.8
51.1

43.5

48.3

55.7

4.6

8.9 8.7

11.0

12.8

9.8

25.7

12.2

22.6

45.9

51.0

43.3

45.8
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R3 R4 R5 R6 R7

小学生（全国）

中学生（全国）

高校生（全国）

小学生（岡山県）

中学生（岡山県）

高校生（岡山県）
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(参考) 全国小４～高３の不読率の推移（％） 

（公益社団法人全国学校図書館協議会『第 70回学校読書調査（2025年）』より） 

※ 不読率の定義…「あなたは５月１か月の間に、本を何冊ぐらい読みましたか。かりて読んだ本も

入れてください。（教科書・学習参考書・マンガ・雑誌やふろくをのぞく）。」【冊

数を自由記述】という質問に対し、「０冊」と回答した児童生徒の割合。（電子

書籍を含む） 

 

(参考) 全国１６歳以上の不読率の推移（％） 

（文化庁国語課『令和５年度「国語に関する世論調査」』より） 

※ 不読率の定義…「あなたは現在、１か月に大体何冊くらい本を読んでいますか。電子書籍を含み

ますが、雑誌や漫画は除きます。」【単一回答】という質問に対し、「読まない」

と回答した人の割合。 

 

令和７年度調査では、令和６年度調査と同様に、小学生の不読率は全国より高かったものの、中学

生・高校生の不読率は全国よりも低かった。第４次岡山県教育振興基本計画における令和７年度目標

指標の数値目標については、いずれの校種とも未達成となった。 

目標指標 R5（計画策定時）の値 R7目標値 R8目標値 R9目標値 R10目標値 

子どもの

不読率 

小： 8.9％ 小： 7.8％ 小： 6.7％ 小： 5.6％ 小： 4.5％ 

中：25.7％ 中：22.5％ 中：19.3％ 中：16.1％ 中：12.9％ 

高：51.0％ 高：44.6％ 高：38.2％ 高：31.8％ 高：25.5％ 

また、令和６年度調査では、いずれの校種とも前年度より不読率が低下（改善）したものの、令和

７年度調査では、いずれの校種とも前年度より不読率が上昇（悪化）した。小学生の不読率はわずか

な上昇にとどまったものの、全国では４年連続で上昇しており、本県でも上昇傾向にある。中学生の

不読率は大きく上昇しており、全国では２年連続で上昇している。高校生の不読率はわずかな上昇に

とどまったものの、小学生の約 4.2倍、中学生の約 2.0倍と高止まりが続いており、全国では２年連

続で上昇している。 

 

46.1 47.5 47.3

62.6
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H20 H25 H30 R5

※ 調査方法の変更のため、 

  R1 以前の調査結果は参考値となり、 

  比較には注意が必要。 
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(3)「１か月の読書冊数」の推移（校種別・％）【単一回答】 
 

・全体 

 

・小学生 

 

・中学生 

 

・高校生 

 

26.3

20.8

32.1

18.5

17.0

21.1

21.6

20.7

24.5

27.6

19.0

23.3

12.7

11.8

10.4

15.7

19.6

18.7

16.9

21.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7（n=2,771）

R6（n=1,472）

R5（n=1,697）

R4（n=1,466）

１．全く読まなかった ２．１冊まではいかないが、読んだ ３．１～２冊読んだ

４．３～４冊読んだ ５．５冊以上読んだ

11.0

8.7

8.9

4.6

11.1

15.9

13.4

9.2

23.7

26.6

20.9

23.7

20.1

16.5

20.5

22.5

34.1

32.2

36.4

39.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7（n=951）

R6（n=503）

R5（n=508）

R4（n=519）

１．全く読まなかった ２．１冊まではいかないが、読んだ ３．１～２冊読んだ

４．３～４冊読んだ ５．５冊以上読んだ

22.6

12.2

25.7

9.8

19.7

24.5

27.6

28.3

29.8

33.9

21.9

29.4

11.0

12.4

9.3

17.1

16.9

17.0

15.7

15.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7（n=907）

R6（n=507）

R5（n=421）

R4（n=520）

１．全く読まなかった ２．１冊まではいかないが、読んだ ３．１～２冊読んだ

４．３～４冊読んだ ５．５冊以上読んだ

45.8

43.3

51.0

45.9

20.3

23.2

23.8

25.5

20.2

21.9

16.3

15.5

6.6

5.8

4.3

5.6

7.2

5.8

4.6

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7（n=913）

R6（n=462）

R5（n=768）

R4（n=427）

１．全く読まなかった ２．１冊まではいかないが、読んだ ３．１～２冊読んだ

４．３～４冊読んだ ５．５冊以上読んだ
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(参考) 全国小４～高３の５月１か月の平均読書冊数の推移（冊）【冊数を自由記述】 

（公益社団法人全国学校図書館協議会『第 70回学校読書調査（2025年）』より） 

(参考) 全国１６歳以上の１か月の読書冊数の推移（％）【単一回答】 

（文化庁国語課『令和５年度「国語に関する世論調査」』より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度調査では、全体的に「全く読まなかった」（26.3％）の回答割合が最も高かった。 

小学生については、令和４～６年度調査では「５冊以上読んだ」の回答割合が最も高かったが、令

和７年度調査では「１～２冊読んだ」（40.6％）の回答割合が最も高く、調査年度ごとに読書冊数が減

少傾向にある。中学生については、令和４・６年度調査と同様に「１～２冊読んだ」（29.8％）の回答

割合が最も高く、調査年度ごとにばらつきはあるが、「全く読まなかった」を除くと、１冊未満～２冊

以下読んだ層が厚い傾向にある。高校生については、過去の調査と同様に「全く読まなかった」

（45.8％）の回答割合が最も高く、「全く読まなかった」を除くと、１冊未満～２冊以下読んだ層が厚

い傾向にある。 

全国小４～高３の令和７年５月１か月の平均読書冊数をみると、小学生が 12.1冊、中学生が 3.9冊

で、本県よりも多く、高校生が 1.4冊で、本県と同程度である。 

また、全国１６歳以上の１か月の読書冊数をみると、「読まない」の回答割合が最も高く、次いで

「１、２冊」の回答割合が高い傾向にあり、本県高校生の結果と同様の傾向がうかがえる。 

 

62.6

47.3

47.5

46.1

27.6

37.6

34.5

36.1

6.0

8.6

10.9

10.7

1.5

3.2

3.4

3.3

1.8

3.2

3.6

3.3

0.5

0.2

0.2

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R05（n=3,559）

H30（n=1,960）

H25（n=2,028）

H20（n=1,954）

読まない １、２冊 ３、４冊 ５、６冊 ７冊以上 無回答（分からない）

※ 調査方法の変更のため、R1 以前の調査結果は参考値となり、比較には注意が必要。 
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②不読の理由 

問１（１か月の読書冊数）において、「全く読まなかった」と回答した児童生徒に対して、本を読ま

なかった理由を質問した。 

 

(1)本を読まなかった理由（％）【複数回答】 

 

(2)「本を読まなかった理由」の推移（校種別・％）【複数回答】 
 

・全体 

3.1

12.0

7.9

15.1

15.1

27.8

45.0

8.6

57.4

8.8

13.2

17.1

17.1

22.9

26.3

51.7

8.8

52.7

16.2

8.6

5.7

13.3

9.5

20.0

47.6

11.4

29.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

９．その他

８．家に「本」がなかったから

７．学校や地域の図書館、公民館の図書コーナー等で借りるのが面倒だったから

６．文章や文字を読むことが苦手だから

５．「本」を読まなくてもこまらないと思ったから

４．「本」を読む時間がなかったから（宿題、塾、習い事等のため）

３．他にしたいことがあったから（インターネット、ゲーム、スポーツ等）

２．どんな「本」を読んでいいか分からなかったから

１．読みたい「本」がなかったから

小学生（n=105） 中学生（n=205） 高校生（n=418）

(小学生 n=31 中学生 n=108 高校生 n=240) 

(小学生 n=12 中学生 n=18 高校生 n=36) 

(小学生 n=17 中学生 n=18 高校生 n=13)  

(小学生 n=9 中学生 n=27 高校生 n=50) 

(小学生 n=6 中学生 n=35 高校生 n=33) 

(小学生 n=14 中学生 n=35 高校生 n=63) 

(小学生 n=10 中学生 n=47 高校生 n=63) 

(小学生 n=21 中学生 n=54 高校生 n=116) 

(小学生 n=50 中学生 n=106 高校生 n=188) 

6.6

11.8

10.2

15.4

16.5

26.2

47.3

9.1

52.1

2.6

10.9

13.5

16.8

21.7

36.5

41.8

6.9

51.3

5.1

6.1

10.8

13.0

15.6

25.7

37.1

9.7

41.5

7.4

7.0

12.1

21.8

16.3

25.3

53.7

2.3

40.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

９．その他

８．家に「本」がなかったから

７．学校や地域の図書館、公民館の図書コーナー等で借りるのが面倒だったから

６．文章や文字を読むことが苦手だから

５．「本」を読まなくてもこまらないと思ったから

４．「本」を読む時間がなかったから（宿題、塾、習い事等のため）

３．他にしたいことがあったから（インターネット、ゲーム、スポーツ等）

２．どんな「本」を読んでいいか分からなかったから

１．読みたい「本」がなかったから

R4（n=257） R5（n=545） R6（n=304） R7（n=728）
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・小学生 

 

・中学生 

 

16.2

8.6

5.7

13.3

9.5

20.0

47.6

11.4

29.5

6.8

9.1

4.5

18.2

13.6

9.1

47.7

9.1

54.5

13.3

8.9

8.9

22.2

24.4

11.1

37.8

22.2

46.7

17.4

0.0

8.7

17.4

13.0

8.7

43.5

0.0

26.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

９．その他

８．家に「本」がなかったから

７．学校や地域の図書館、公民館の図書コーナー等で借りるのが面倒だったから

６．文章や文字を読むことが苦手だから

５．「本」を読まなくてもこまらないと思ったから

４．「本」を読む時間がなかったから（宿題、塾、習い事等のため）

３．他にしたいことがあったから（インターネット、ゲーム、スポーツ等）

２．どんな「本」を読んでいいか分からなかったから

１．読みたい「本」がなかったから

R4（n=23） R5（n=45） R6（n=44） R7（n=105）

7.8

13.2

17.1

17.1

22.9

26.8

52.2

8.8

52.7

4.8

16.1

22.6

22.6

30.6

27.4

45.2

14.5

56.5

9.3

12.0

21.3

23.1

25.0

30.6

65.7

17.6

51.9

17.4

10.9

23.9

30.4

30.4

21.7

58.7

4.3

39.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

９．その他

８．家に「本」がなかったから

７．学校や地域の図書館、公民館の図書コーナー等で借りるのが面倒だったから

６．文章や文字を読むことが苦手だから

５．「本」を読まなくてもこまらないと思ったから

４．「本」を読む時間がなかったから（宿題、塾、習い事等のため）

３．他にしたいことがあったから（インターネット、ゲーム、スポーツ等）

２．どんな「本」を読んでいいか分からなかったから

１．読みたい「本」がなかったから

R4（n=46） R5（n=108） R6（n=62） R7（n=205）
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・高校生 

 

(参考) 全国１６歳以上の読書量が減っている理由（％）【複数回答・２つまで】 

（文化庁国語課『令和５年度「国語に関する世論調査」』より） 

※ 「あなたの読書量は、以前に比べて減っていますか。それとも、増えていますか。」という質問

【単一回答】に対し、「読書量は減っている」と回答した人が対象。 

2.2

12.0

7.9

15.8

15.1

28.0

45.0

8.6

57.4

1.0

9.6

12.6

14.6

20.7

45.5

39.4

4.0

49.0

3.1

4.1

8.2

9.2

12.0

26.0

29.1

6.1

38.0

3.7

6.9

9.6

20.2

13.3

28.2

53.7

2.1

42.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

９．その他

８．家に「本」がなかったから

７．学校や地域の図書館、公民館の図書コーナー等で借りるのが面倒だったから

６．文章や文字を読むことが苦手だから

５．「本」を読まなくてもこまらないと思ったから

４．「本」を読む時間がなかったから（宿題、塾、習い事等のため）

３．他にしたいことがあったから（インターネット、ゲーム、スポーツ等）

２．どんな「本」を読んでいいか分からなかったから

１．読みたい「本」がなかったから

R4（n=188） R5（n=392） R6（n=198） R7（n=418）

69.1

67.3

65.1

64.6

24.5

24.3

26.3

25.3

5.5

7.1

7.4

8.6

1.0

1.2

1.2

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R05（n=3,559）

H30（n=1,960）

H25（n=2,028）

H20（n=1,954）

読書量は減っている 読書量はそれほど変わっていない 読書量は増えている 無回答（分からない）

※ 調査方法の変更のため、R1 以前の調査結果は参考値となり、比較には注意が必要。 
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(参考) 読書が好きかどうか（％）【単一回答】 

（文部科学省『全国学力・学習状況調査』（令和４年度・令和５年度・令和７年度）より） 
 

・小学６年生 

 岡山県（公立） 

全国（公立） 

 

・中学３年生 

 岡山県（公立） 

全国（公立） 

 

令和７年度調査では、全体的に「読みたい【本】がなかったから」（52.1％）の回答割合が最も高く、

令和５・６年度調査と同様の傾向がみられた。 

小学生については、令和５・６年度調査では「読みたい【本】がなかったから」の回答割合が最も

高かったが、令和７年度調査では「他にしたいことがあったから」（47.6％）の回答割合が最も高かっ

た。中学生・高校生については、令和６年度調査と同様に「読みたい【本】がなかったから」（中 52.7％、

高 57.4％）の回答割合が最も高かった。また、いずれの校種とも「【本】を読む時間がなかったから」

（小 20.0％、中 26.3％、高 27.8％）の回答割合が３番目に高かった。 

全国１６歳以上の読書量が減っている理由をみても、「仕事や勉強が忙しくて読む時間がない」の

回答割合が高い傾向にあり、「情報機器で時間が取られる」の回答割合が調査年度ごとに増加傾向に

あることから、時間的制約の増加や読書以外の活動の充実があっても、読書意欲を維持・向上させて

いくことが課題となっている。また、読書が好きと回答した小学６年生・中学３年生の割合は、本県・

全国ともに、調査年度ごとに減少傾向にあり、読書の楽しさや価値を伝えることも課題となっている。 

児童生徒が、多様な本に触れる中で、自身が読みたいと思える本を探し、主体的に選ぶ力を養うと

ともに、「読書が楽しい」と実感できる経験を積み重ねていくことができるよう、児童生徒の生活環境

全体をふまえた読書環境の整備や読書活動の支援が引き続き求められている。 
 

40.1

43.0

45.9

32.2

32.3

30.8

16.8

15.6

14.3

10.9

9.0

8.7

0.1

0.1

0.1

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7（n=14,825）

R5（n=15,462）

R4（n=15,298）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他 無回答

36.4

39.4

41.9

33.3

32.4

31.2

18.5

17.7

16.7

11.7

10.4

10.0

0.1

0.1

0.1

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7（n=937,001）

R5（n=979,274）

R4（n=967,445）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他 無回答

30.3

35.2

37.9

31.3

30.8

30.3

20.5

19.1

18.5

13.6

13.7

13.2

4.4

1.3

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7（n=877,839）

R5（n=894,556）

R4（n=893,162）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他（n=0） 無回答

（無回答） 

（無回答） 

（その他） 

（無回答） 

（無回答） 

（無回答） 

（無回答） 

（無回答） 

（無回答） 
（その他） 

34.1

39.2

40.5

31.2

30.6

30.0

18.2

17.1

17.4

12.1

11.5

11.9

4.5

1.6

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7（n=14,232）

R5（n=14,412）

R4（n=14,564）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他（n=0） 無回答

（無回答） 

（無回答） 
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③本の入手方法 

問１（１か月の読書冊数）において、「全く読まなかった」と回答した児童生徒以外に対して、読ん

だ本を手に入れた方法を質問した。 

 

(1)本を手に入れた方法（％）【複数回答】 

 

(2)「本を手に入れた方法」の推移（校種別・％）【複数回答】 
 

・全体 

7.7

10.3

8.9

23.8

41.2

40.0

7.5

9.8

11.3

46.3

52.8

29.6

8.0

6.1

21.6

75.9

48.8

13.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

６．その他

５．家族や友だち、知り合い等から借りた

４．地域の図書館や公民館の図書コーナー等で借りた

３．学校の図書館で借りた

２．保護者や親戚に買ってもらった、または家にあった

１．おこづかい等を使って自分で買った

小学生（n=846） 中学生（n=702） 高校生（n=495）

(小学生 n=68 中学生 n=53 高校生 n=38) 

(小学生 n=52 中学生 n=69 高校生 n=51) 

(小学生 n=183 中学生 n=79 高校生 n=44) 

(小学生 n=642 中学生 n=325 高校生 n=118) 

(小学生 n=413 中学生 n=371 高校生 n=204) 

(小学生 n=113 中学生 n=208 高校生 n=198) 

7.8

8.4

15.0

53.1

48.4

25.4

5.7

5.7

14.9

49.8

50.5

25.7

6.1

6.6

19.8

42.8

52.4

34.6

24.4

8.4

25.9

60.6

44.4

24.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

６．その他

５．家族や友だち、知り合い等から借りた

４．地域の図書館や公民館の図書コーナー等で借りた

３．学校の図書館で借りた

２．保護者や親戚に買ってもらった、または家にあった

１．おこづかい等を使って自分で買った

R4（n=1,144） R5（n=1,152） R6（n=1,166） R7（n=2,043）
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・小学生 

 

・中学生 

 

 

 

8.0

6.1

21.6

75.9

48.8

13.4

5.7

4.1

21.1

76.9

41.6

15.7

6.0

4.5

28.7

68.7

54.0

24.0

15.1

5.3

29.2

77.3

51.5

25.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

６．その他

５．家族や友だち、知り合い等から借りた

４．地域の図書館や公民館の図書コーナー等で借りた

３．学校の図書館で借りた

２．保護者や親戚に買ってもらった、または家にあった

１．おこづかい等を使って自分で買った

R4（n=476） R5（n=463） R6（n=459） R7（n=846）

7.5

9.8

11.3

46.3

52.8

29.6

6.7

7.2

11.0

37.5

62.9

25.8

8.0

8.6

18.5

33.5

63.6

38.7

26.8

9.8

27.1

54.1

42.5

64.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

６．その他

５．家族や友だち、知り合い等から借りた

４．地域の図書館や公民館の図書コーナー等で借りた

３．学校の図書館で借りた

２．保護者や親戚に買ってもらった、または家にあった

１．おこづかい等を使って自分で買った

R4（n=447） R5（n=313） R6（n=445） R7（n=702）
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・高校生 

 

(参考) 全国１６歳以上の読む本の選び方（％）【複数回答（２つまで）】 

（文化庁国語課『令和５年度「国語に関する世論調査」』より） 

※ 「あなたは現在、１か月に大体何冊くらい本を読んでいますか。電子書籍を含みますが、雑誌

や漫画は除きます。」【単一回答】という質問に対し、「読まない」と回答した人以外が対象。 

  

(参考) 県内の県立・市町村立図書館全体の合計個人貸出冊数（千冊） 

   （岡山県立図書館『岡山県内公共図書館調査』（令和２年度～令和７年度）より） 

3,789 

4,009 

4,159 

3,574 

3,717 

4,226 

7,004 

7,207 

7,177 

6,722 

7,527 

8,291 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000 10,000 11,000 12,000 13,000 14,000

R6

R5

R4

R3

R2

R1
個人貸出（児童書）
個人貸出（児童書以外）

7.7

10.3

8.9

23.8

41.2

40.0

3.8

6.1

10.7

23.3

45.0

43.1

4.5

7.4

9.8

18.6

41.2

44.4

39.4

12.2

16.3

37.6

33.0

73.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

６．その他

５．家族や友だち、知り合い等から借りた

４．地域の図書館や公民館の図書コーナー等で借りた

３．学校の図書館で借りた

２．保護者や親戚に買ってもらった、または家にあった

１．おこづかい等を使って自分で買った

R4（n=188） R5（n=392） R6（n=198） R7（n=495）

(千冊)  

(33.8％)  

(33.1％)  

(34.7％)  

(36.7％)  

(35.7％)  

(35.1％)  

(66.2％)  

(66.9％)  

(65.3％)  

(63.3％)  

(64.3％)  

(64.9％)  

12,517 

11,244 

10,295 

11,336 

11,216 

10,793 
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(参考) 学校の図書館・図書室や地域の図書館（電子図書館を含む）への来館頻度（％）【単一回答】 

（文部科学省『全国学力・学習状況調査』（令和５年度）より） 

※ 昼休みや放課後、学校が休みの日に、本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）を読んだり、借

りたりするために行く場合が対象。 
 

・小学６年生 

 岡山県（公立）               全国（公立） 

 

・中学３年生 

 岡山県（公立）               全国（公立） 

 

(参考) 家庭の蔵書冊数（％）【単一回答】 

（文部科学省『全国学力・学習状況調査』（令和３年度～令和７年度）より） 
 

・小学６年生 

岡山県（公立） 

全国（公立） 

 

2.6

10.7

19.3

24.5

42.7

0.1

0.1

だいたい週に4回以上行く

週に1～3回程度行く

月に1～3回程度行く

年に数回行く

ほとんど、または、全く行かない

その他

無回答

(その他)  

(無回答)  2.5

10.9

19.5

25.9

40.9

0.2

0.1

だいたい週に4回以上行く

週に1～3回程度行く

月に1～3回程度行く

年に数回行く

ほとんど、または、全く行かない

その他

無回答

(その他)  

(無回答)  

2.4

7.7

13.7

19.5
55.9

0.9

だいたい週に4回以上行く

週に1～3回程度行く

月に1～3回程度行く

年に数回行く

ほとんど、または、全く行かない

その他（n=0）

無回答

(無回答)  1.6

5.4

11.5

21.0
59.8

0.7

だいたい週に4回以上行く

週に1～3回程度行く

月に1～3回程度行く

年に数回行く

ほとんど、または、全く行かない

その他（n=0）

無回答

(無回答)  

15.1

14.6

12.9

11.6

11.1

21.7

21.3

20.5

18.9

18.9

32.2

32.2

33.3

34.1

33.7

16.4

17.0

17.9

19.2

19.2

10.2

10.2

11.0

11.6

12.1

4.3

4.7

4.3

4.5

4.9

0.1

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7（n=937,001）

R6（n=954,978）

R5（n=979,274）

R4（n=967,445）

R3（n=994,527）

0～10冊 11～25冊 26～100冊 101～200冊 201～500冊 501冊以上 その他（n=0） 無回答

(無回答)  

(無回答)  

R5（n=15,462）  R5（n=979,274）  

R5（n=894,556）  R5（n=14,412）  

17.3

16.9

15.1

12.6

12.6

23.3

22.1

21.7

19.6

19.2

32.2

32.0

32.6

34.3

33.1

14.6

15.7

16.9

18.4

18.3

8.6

9.2

9.6

10.8

11.7

3.9

4.1

4.1

4.2

5.1

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7（n=14,825）

R6（n=15,159）

R5（n=15,462）

R4（n=15,298）

R3（n=15,573）

0～10冊 11～25冊 26～100冊 101～200冊 201～500冊 501冊以上 その他（n=0） 無回答

(無回答)  
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・中学３年生 

 岡山県（公立） 

全国（公立） 

 

令和７年度調査では、全体的に「学校の図書館で借りた」（53.1％）の回答割合が最も高く、令和

５・６年度調査で回答割合が最も高かった「保護者や親戚に買ってもらった、または家にあった」

（48.4％）の回答割合が２番目に高かった。 

小学生については、令和４～６年度調査と同様に「学校の図書館で借りた」（75.9％）の回答割合が

最も高く、「保護者や親戚に買ってもらった、または家にあった」（48.8％）が２番目に高かった。中

学生については、令和６年度調査と同様に「保護者や親戚に買ってもらった、または家にあった」

（52.8％）の回答割合が最も高く、「学校の図書館で借りた」（46.3％）が２番目に高かった。高校生

については、令和６年度調査と同様に「保護者や親戚に買ってもらった、または家にあった」（45.0％）

の回答割合が最も高く、「おこづかい等を使って自分で買った」（40.0％）が２番目に高かった。校種

が上がるにつれて、学校や地域の図書館で本を借りる割合は減少傾向にあり、自分で本を購入する割

合は増加傾向にある。また、いずれの校種でも、家庭で本を購入してもらったり、家庭の蔵書を利用

したりする割合は高い傾向にある。 

全国１６歳以上の読む本の選び方をみると、「書店で実際に手に取って選ぶ」の回答割合が最も高

いものの、調査年度ごとに減少傾向にある。一方、「インターネットの情報を利用して選ぶ」の回答割

合は調査年度ごとに増加傾向にあり、「図書館や図書室で実際に手に取って選ぶ」の回答割合はいず

れの調査年度とも 20％台を維持している。 

県内公立図書館全体の合計個人貸出冊数のうち児童書の占める割合をみると、いずれの調査年度と

も 30％台を維持している。 

また、県内小学６年生・中学３年生の学校図書館等への来館頻度をみると、中学３年生のほうが小

学６年生よりも来館頻度が落ちるものの、小学６年生の 32.6％、中学３年生の 23.8％が、月に１回

程度以上学校図書館等で本を読んだり借りたりしている。 

以上から、選書や本の入手において、図書館は一定のニーズを得ており、特に小学生にとっては、

多様な本に触れるための身近な環境として、学校図書館が大きな役割を果たしていることがうかがえ

る。 

また、小学６年生・中学３年生の家庭の蔵書冊数をみると、本県・全国ともに「26～100 冊」の回

答割合が最も高く、小学６年生については、調査年度ごとにわずかに減少傾向にある。家庭の蔵書や

読書活動は、校種に関わらず読書のきっかけとなりうることから、家庭の読書環境の整備や読書活動

の支援も引き続き求められている。 

19.4

20.8

17.0

16.0

15.5

22.7

22.0

20.4

19.5

20.4

29.3

29.9

30.0

30.5

30.7

13.9

14.3

16.3

16.7

16.4

8.8

8.9

11.3

12.5

12.1

3.1

3.4

4.0

4.7

4.7

0.1

2.9

0.6

1.0

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7（n=14,232）

R6（n=14,266）

R5（n=14,412）

R4（n=14,564）

R3（n=14,799）

0～10冊 11～25冊 26～100冊 101～200冊 201～500冊 501冊以上 その他 無回答

17.4

18.0

15.2

14.6

14.6

21.5

21.6

20.1

19.6

19.8

30.8

31.4

31.2

32.1

31.5

14.8

15.0

17.1

17.3

17.2

9.4

9.9

11.8

12.1

12.2

3.0

3.4

3.8

4.1

4.5

0.1

3.1

0.6

1.0

0.1

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7（n=877,839）

R6（n=877,072）

R5（n=894,556）

R4（n=893,162）

R3（n=903,585）

0～10冊 11～25冊 26～100冊 101～200冊 201～500冊 501冊以上 その他 無回答

(無回答)  
(その他)  

(無回答)  

(無回答)  

(無回答)  
(その他)  

(無回答)  

(無回答)  

(無回答)  
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2. 文字・活字媒体の利用 

 

①１か月に利用した文字・活字媒体 

本調査の対象者全員に対して、９月１か月間に、「読んだり見たり調べたりしたもの」を、紙媒体と

電子媒体それぞれについて質問した。 

※ 朝読書や授業の時間に読んだもの、調べ学習や宿題、趣味等のために使ったものを含む。 

※ 本問における「読んだり見たり調べたりしたもの」には、教科書・学習参考書、絵・写真のみの

画集や写真集を含まない。 

 

(1)１か月に利用した紙の文字・活字媒体（％）【複数回答】 

 

(2)「１か月に利用した紙の文字・活字媒体」の推移（校種別・％）【複数回答】 
 

・全体 

24.6

7.1

9.7

13.6

40.0

4.8

45.1

12.7

8.8

14.4

12.5

51.2

9.8

60.1

6.0

8.2

21.6

10.4

59.3

40.3

47.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

７．どれもあてはまらない

６．新聞

５．辞典・事典・図鑑

４．雑誌

３．マンガ（マンガ雑誌・学習マンガを含む）

２．絵本

１．文字が中心の本（単行本・文庫本・新書等）

小学生（n=951） 中学生（n=907） 高校生（n=913）

(小学生 n=57 中学生 n=115 高校生 n=225) 

(小学生 n=78 中学生 n=80 高校生 n=65) 

(小学生 n=205 中学生 n=131 高校生 n=89) 

(小学生 n=99 中学生 n=113 高校生 n=124) 

(小学生 n=564 中学生 n=464 高校生 n=365) 

(小学生 n=383 中学生 n=89 高校生 n=44) 

(小学生 n=452 中学生 n=545 高校生 n=412) 

14.3

8.0

15.3

12.1

50.3

18.6

50.8

12.2

11.1

13.2

9.5

48.4

19.4

59.9

12.5

8.6

11.8

12.8

52.5

12.4

45.3

10.5

12.8

13.3

16.8

64.6

17.4

52.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

７．どれもあてはまらない

６．新聞

５．辞典・事典・図鑑

４．雑誌

３．マンガ（マンガ雑誌・学習マンガを含む）

２．絵本

１．文字が中心の本（単行本・文庫本・新書等）

R4（n=1,456） R5（n=1,688） R6（n=1,472） R7（n=2,771）
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・小学生 

 

・中学生 

 

 

6.0

8.2

21.6

10.4

59.3

40.3

47.5

6.6

8.5

23.7

6.6

59.2

43.9

45.3

6.5

8.9

25.3

10.3

67.4

32.8

47.4

4.1

12.6

23.1

13.2

69.6

37.4

49.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

７．どれもあてはまらない

６．新聞

５．辞典・事典・図鑑

４．雑誌

３．マンガ（マンガ雑誌・学習マンガを含む）

２．絵本

１．文字が中心の本（単行本・文庫本・新書等）

R4（n=516） R5（n=506） R6（n=503） R7（n=951）

12.7

8.8

14.4

12.5

51.2

9.8

60.1

7.7

9.7

10.3

14.6

46.7

9.1

77.7

12.0

7.7

9.4

15.1

60.0

5.3

61.2

6.6

14.3

11.2

20.9

66.1

8.7

65.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

７．どれもあてはまらない

６．新聞

５．辞典・事典・図鑑

４．雑誌

３．マンガ（マンガ雑誌・学習マンガを含む）

２．絵本

１．文字が中心の本（単行本・文庫本・新書等）

R4（n=516） R5（n=417） R6（n=507） R7（n=951）
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・高校生 

 

(3)１か月に利用した電子の文字・活字媒体（％）【複数回答】 

 

24.6

7.1

9.7

13.6

40.0

4.8

45.1

23.2

10.4

5.2

12.3

38.5

4.1

56.1

16.7

9.0

4.3

13.2

38.6

2.9

35.3

23.1

11.1

3.8

16.0

56.8

3.5

41.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

７．どれもあてはまらない

６．新聞

５．辞典・事典・図鑑

４．雑誌

３．マンガ（マンガ雑誌・学習マンガを含む）

２．絵本

１．文字が中心の本（単行本・文庫本・新書等）

R4（n=424） R5（n=765） R6（n=462） R7（n=913）

33.7

14.2

11.6

5.3

5.3

45.3

2.6

13.9

39.1

16.5

10.1

6.2

3.7

44.0

2.9

15.5

44.2

12.1

11.3

10.0

4.1

28.1

13.4

14.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

８．どれもあてはまらない

７．インターネット小説（インターネット上の投稿サイトにある文章や日記等）

６．新聞（インターネット上のニュース記事を含む）

５．辞典・事典・図鑑

４．雑誌

３．マンガ（マンガ雑誌・学習マンガを含む）

２．絵本

１．文字が中心の本（単行本・文庫本・新書等）

小学生（n=951） 中学生（n=907） 高校生（n=913）

(小学生 n=17 中学生 n=18 高校生 n=13) 

(小学生 n=9 中学生 n=27 高校生 n=50) 

(小学生 n=6 中学生 n=35 高校生 n=33) 

(小学生 n=14 中学生 n=35 高校生 n=63) 

(小学生 n=10 中学生 n=47 高校生 n=63) 

(小学生 n=21 中学生 n=54 高校生 n=116) 

(小学生 n=50 中学生 n=106 高校生 n=188) 

(小学生 n=12 中学生 n=18 高校生 n=36) 
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(4)「１か月に利用した電子の文字・活字媒体」の推移（校種別・％）【複数回答】 
 

・全体 

 

・小学生 

 

39.1

14.3

11.0

7.2

4.4

39.0

6.4

14.5

42.9

12.8

3.7

6.7

7.8

35.4

9.5

16.6

34.6

12.0

9.9

3.7

3.7

42.4

3.1

11.6

32.8

13.0

4.9

6.1

7.0

51.6

9.2

24.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

８．どれもあてはまらない

７．インターネット小説（インターネット上の投稿サイトにある文章や日記等）

６．新聞（インターネット上のニュース記事を含む）

５．辞典・事典・図鑑

４．雑誌

３．マンガ（マンガ雑誌・学習マンガを含む）

２．絵本

１．文字が中心の本（単行本・文庫本・新書等）

R4（n=1,456） R5（n=1,685） R6（n=1,472） R7（n=2,771）

44.2

12.1

11.3

10.0

4.1

28.1

13.4

14.2

34.6

13.1

10.7

12.7

4.8

32.0

24.1

22.1

55.6

10.2

4.2

8.2

3.6

30.5

7.8

11.8

37.5

11.2

4.6

10.4

5.8

41.8

20.1

24.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

８．どれもあてはまらない

７．インターネット小説（インターネット上の投稿サイトにある文章や日記等）

６．新聞（インターネット上のニュース記事を含む）

５．辞典・事典・図鑑

４．雑誌

３．マンガ（マンガ雑誌・学習マンガを含む）

２．絵本

１．文字が中心の本（単行本・文庫本・新書等）

R4（n=517） R5（n=502） R6（n=503） R7（n=951）
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・中学生 

 

・高校生 

 

39.1

16.5

10.1

6.2

3.7

44.0

2.9

15.5

53.6

9.9

3.9

4.1

3.0

30.2

3.4

15.2

39.2

16.3

8.1

1.9

3.8

51.4

1.2

11.2

30.7

14.8

6.6

5.1

7.8

55.1

3.3

27.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

８．どれもあてはまらない

７．インターネット小説（インターネット上の投稿サイトにある文章や日記等）

６．新聞（インターネット上のニュース記事を含む）

５．辞典・事典・図鑑

４．雑誌

３．マンガ（マンガ雑誌・学習マンガを含む）

２．絵本

１．文字が中心の本（単行本・文庫本・新書等）

R4（n=514） R5（n=418） R6（n=507） R7（n=907）

33.7

14.2

11.6

5.3

5.3

45.3

2.6

13.9

40.0

15.6

8.9

3.0

3.5

44.8

0.4

12.1

18.3

11.0

14.6

1.8

3.8

45.4

1.0

11.8

29.4

13.2

3.3

2.1

7.5

59.3

3.1

20.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

８．どれもあてはまらない

７．インターネット小説（インターネット上の投稿サイトにある文章や日記等）

６．新聞（インターネット上のニュース記事を含む）

５．辞典・事典・図鑑

４．雑誌

３．マンガ（マンガ雑誌・学習マンガを含む）

２．絵本

１．文字が中心の本（単行本・文庫本・新書等）

R4（n=425） R5（n=765） R6（n=462） R7（n=913）
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(参考) 全国小４～高３が今の学年になってから読んだ本（票）【自由記述・３つまで】 

   （公益社団法人全国学校図書館協議会『第 70 回学校読書調査（2025 年）』より） 
 

・小学生（４～６年生） 

 男子                     女子 

 

・中学生 

 男子                     女子 

 

・高校生 

 男子                     女子 

 

令和７年度調査では、紙の文字・活字媒体の利用率は、小学生 94.0％＞中学生 87.3％＞高校生

75.4％と、校種が上がるにつれて低くなり、全体的に「文字が中心の本」（50.8％）と「マンガ」（50.3％）

の回答割合が高かった。一方、電子の文字・活字媒体の利用率は、小学生 55.8％＜中学生 60.9％＜高

校生 66.3％と、校種が上がるにつれて高くなり、全体的に「どれもあてはまらない」（39.1％）と「マ

ンガ」（39.0％）の回答割合が高かった。 

小学生については、紙媒体では「マンガ」（59.3％）、「文字が中心の本」（47.5％）、「絵本」（40.3％）、

電子媒体では「どれもあてはまらない」（44.2％）、「マンガ」（28.1％）、「文字が中心の本」（14.2％）

の順に回答割合が高かった。中学生については、紙媒体では「文字が中心の本」（60.1％）、「マンガ」

（51.2％）、「辞典・事典・図鑑」（14.4％）、電子媒体では「マンガ」（44.0％）、「どれもあてはまらな

い」（39.1％）、「インターネット小説」（16.5％）の順に回答割合が高かった。高校生については、紙

媒体では「文字が中心の本」（45.1％）、「マンガ」（40.0％）、「どれもあてはまらない」（24.6％）、電

子媒体では「マンガ」（45.3％）、「どれもあてはまらない」（33.7％）、「インターネット小説」（14.2％）

の順に回答割合が高かった。紙媒体・電子媒体ともに、校種が上がるにつれて「絵本」や「辞典・事

典・図鑑」の回答割合は減少傾向にあり、いずれの校種でも「マンガ」の回答割合が高かった。 

全国小４～高３が今の学年になってから読んだ本をみると、幅広い校種でよく読まれていたのが、

短編集の「５分後に意外な結末」で、短時間で読むことができ、タイムパフォーマンスに優れた本が

人気であることがうかがえる。また、全国の小学生によく読まれていたのが、「科学漫画サバイバル」

や「学研まんがでよくわかるシリーズ」で、分かりやすい文章と漫画で読みやすい本が人気であるこ

とがうかがえる。 

 

 

 

 

49

56

58

65

130

0票 20票 40票 60票 80票 100票 120票 140票

名探偵コナン（小説版）

学研まんがでよくわかるシリーズ

ざんねんないきもの事典

ほねほねザウルス

科学漫画サバイバル

48

49

56

63

99

0票 20票 40票 60票 80票 100票 120票 140票

四つ子ぐらし

科学漫画サバイバル

5分後に意外な結末

ふしぎ駄菓子屋 銭天童

学研まんがでよくわかるシリーズ

49

52

57

65

133

0票 20票 40票 60票 80票 100票120票140票160票180票

変な絵

ハリー・ポッター

5分後に意外な結末

名探偵コナン（小説版）

変な家

53

57

78

102

173

0票 20票 40票 60票 80票 100票120票140票160票180票

変な絵

すべての恋が終わるとしても

5分後に意外な結末

変な家

あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。

15

18

19

20

25

0票 10票 20票 30票 40票 50票 60票

あと少し、もう少し

ジョジョの奇妙な冒険

5分後に意外な結末

とわの庭

変な家

20

28

35

40

51

0票 10票 20票 30票 40票 50票 60票

あと少し、もう少し

人間失格

アルジャーノンに花束を

変な家

あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。
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(5)１か月に利用した文字・活字媒体に占める紙媒体と電子媒体の割合（％）【複数回答】 

※ グラフに付加している「n」は、「どれもあてはまらない」以外の選択肢への回答者数の和とす

る。調査結果の数値（％）は、回答者数全体（紙媒体と電子媒体における「どれもあてはまらな

い」以外の選択肢への回答者数の和）に対する割合とする。 
 

・小学生          ・中学生          ・高校生 

 

(6)「１か月に利用した文字・活字媒体に占める紙媒体と電子媒体割合」の推移（校種別・％） 

【複数回答】 

※ 調査結果の数値（％）は、回答者数全体（紙媒体と電子媒体における「どれもあてはまらない」

以外の選択肢への回答者数の和）に対する割合とする。 
 

・全体                    ・小学生 

 

・中学生                   ・高校生 

 

 (参考) 全国１６歳以上の電子書籍（雑誌や漫画を含む）読書経験（％）【単一回答】 

   （文化庁国語課『令和５年度「国語に関する世論調査」』より） 

 

66.8

33.2

紙媒体（n=1,781）

電子媒体（n=885）

61.6

63.6

62.3

55.8

38.4

36.4

37.7

44.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7

R6

R5

R4

紙媒体 電子媒体

66.8

61.0

71.4

57.3

33.2

39.0

28.6

42.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7

R6

R5

R4

紙媒体 電子媒体

61.3

70.7

62.7

56.3

38.7

29.3

37.3

43.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7

R6

R5

R4

紙媒体 電子媒体

61.3

38.7

紙媒体（n=1,422）

電子媒体（n=898）

55.1

44.9

紙媒体（n=1,099）

電子媒体（n=897）

55.1

58.9

53.6

52.9

44.9

41.1

46.4

47.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7

R6

R5

R4

紙媒体 電子媒体

15.0

8.0

4.6

25.3

17.2

12.6

38.2

38.7

45.2

20.6

35.1

35.9

0.8

1.1

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R05（n=3,559）

H30（n=1,960）

H25（n=2,028）

よく利用する たまに利用する 紙の本・雑誌・漫画しか読まない 紙の本・雑誌・漫画も電子書籍も読まない 無回答（分からない）

※ 調査方法の変更のため、R1 以前の調査結果は参考値となり、比較には注意が必要。 

（無回答） 

（無回答） 

（無回答） 
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(参考) 全国１６歳以上の利用する電子書籍と紙の本の割合（％）【単一回答】 

   （文化庁国語課『令和５年度「国語に関する世論調査」』より） 

※ 「あなたは、ふだん、電子書籍を利用していますか。雑誌や漫画も含みます。」【単一回答】と

いう質問に対し、「よく利用する」「たまに利用する」と回答した人が対象。 

 

(参考) 全国小４～高３の電子書籍読書経験（％）【単一回答】 

   （公益社団法人全国学校図書館協議会『第 69 回学校読書調査（2024 年）』より） 

※ 電子教科書、新聞・雑誌の電子版を含まない。 

 

令和７年度調査では、全体的に電子媒体より紙媒体の割合が高く（61.6％＞38.4％）、令和４～６年

度調査と同様の傾向がみられた。 

電子媒体の割合をみると、小学生については 33.2％で、令和６年度より低下した一方、中学生につ

いては 38.7％、高校生については 44.9％で、いずれも令和６年度より上昇した。いずれの校種とも

紙媒体の割合が高くはあるが、校種が上がるにつれて電子媒体の割合が増加傾向にある。 

全国１６歳以上の電子書籍読書経験をみると、紙の本・雑誌・漫画しか読まない人の割合が最も高

いものの、電子書籍を利用する人の割合は調査年度ごとに増加傾向にある。また、電子書籍を利用す

る人においては、紙の本よりも電子書籍を利用する人の割合が増加傾向にある。 

 

 

7.9

6.7

3.1

40.5

27.8

18.0

21.4

21.9

18.3

29.5

43.0

60.6

0.6

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R05（n=1,436）

H30（n=493）

H25（n=350）

電子書籍しか読まない 電子書籍の方が多い 同じくらい 紙の本・雑誌・漫画の方が多い 無回答（分からない）

※ 調査方法の変更のため、R1 以前の調査結果は参考値となり、比較には注意が必要。 

（無回答） 

（無回答） 
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②１か月の読書冊数と利用した文字・活字媒体の関係 

問１（１か月の読書冊数）と、問３（１か月に利用した文字・活字媒体）の回答結果について、相

関を分析するため、クロス集計を行った。 

※ 各問において含むもの（○）及び含まないもの（×） 

 

① ② ③ 

問１ 

【本】 

問３ 

【読んだり見たり調べたりしたもの】 

紙のもの 電子のもの 

文字が中心の本（単行本・文庫本・新書等） ○ ○ ○ 

絵本 ○ ○ ○ 

マンガ（マンガ雑誌・学習マンガを含む） × ○ ○ 

雑誌 × ○ ○ 

辞典・事典・図鑑 × ○ ○ 

新聞（③のみ：インターネット上のニュース記事を含む） × ○ ○ 

インターネット小説（インターネット上の投稿サイトにある文章や日記等） ○ × ○ 

教科書・学習参考書 × × × 

絵・写真のみの画集や写真集 × × × 

 

(1)１か月の読書冊数と利用した紙の文字・活字媒体（％）【複数回答】 
 

・小学生（n=951） 

 

・中学生（n=907） 

 

・高校生（n=913） 
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(2)１か月の読書冊数と利用した電子の文字・活字媒体（％）【複数回答】 

・小学生（n=951） 

 

・中学生（n=907） 

 

・高校生（n=913） 

 

(参考) 不読率と１か月に利用した文字・活字媒体の比較（％） 

 

 

 

14.6 

19.3 

21.2 

45.8 

8.2 

13.3 

9.4 

22.6 

1.8 

6.8 

2.1 

11.0 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

問１「全く読まなかった」かつ

問１「全く読まなかった」かつ

問１「全く読まなかった」かつ

問１「全く読まなかった」（不読率）

小学生 中学生 高校生

問３（紙のもの）「どれもあてはまらない」かつ 

問３（紙のもの）「どれもあてはまらない」 

問３（電子のもの）「どれもあてはまらない」 

問３（電子のもの）「どれもあてはまらない」 

（n=951） （n=907） （n=913） 
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(参考) 全国１６歳以上の本以外の文字・活字による情報を読む機会（％） 

   （文化庁国語課『令和５年度「国語に関する世論調査」』より） 

※ 「あなたは現在、１か月に大体何冊くらい本を読んでいますか。電子書籍を含みますが、雑誌

や漫画は除きます。」という質問に対し、「読まない」と回答した人が対象。【単一回答】 

 

 

 

 

 

(参考) 全国１６歳以上の文字・活字による情報に触れる時間の変化（％）【単一回答】 

   （文化庁国語課『令和５年度「国語に関する世論調査」』より） 

 

 

 

 

 

９月１か月間に【本】を全く読まなかった児童生徒が利用した文字・活字媒体をみると、小学生に

ついては、紙媒体では「マンガ」（54.3％）、「絵本」（31.4％）、電子媒体では「どれもあてはまらない」

（61.9％）、「マンガ」（15.2％）の順に回答割合が高かった。中学生・高校生については、紙媒体では

「どれもあてはまらない」（中 41.5%、高 46.4％）、「マンガ」（中 37.6％、高 32.8％）、電子媒体でも

「どれもあてはまらない」（中 59.0%、高 42.1％）、「マンガ」（中 30.2％、高 37.1％）の順に回答割合

が高かった。校種が上がるにつれて、紙媒体の「どれもあてはまらない」の回答割合は増加傾向にあ

る一方、電子媒体の「どれもあてはまらない」の回答割合は減少傾向にあり、媒体特性をふまえた読

書環境の整備が求められている。また、校種を問わず、紙媒体・電子媒体ともに「マンガ」が主要な

文字・活字媒体となっていることがうかがえる。 

不読率と１か月に利用した文字・活字媒体の比較をみると、９月１か月間に【本】を全く読んでお

らず、紙・電子いずれの文字・活字媒体も利用しなかった児童生徒の割合は、小学生 1.8％、中学生

8.2％、高校生 14.6％にとどまり、不読率に比べて大幅に低くなった。不読率に定義されている【本】

は読んでいなくても、多くの児童生徒が何らかの形で文字・活字情報に接していると考えられる。 

全国１６歳以上の本以外の文字・活字による情報を読む機会をみると、「ほぼ毎日ある」（75.3％）

の回答割合が最も高く、「ほとんどない」（10.4％）の回答割合は２番目に高かった。また、文字・活

字による情報に触れる時間をみると、「減っている」（26.0％）の回答割合は 1/4程度にとどまってお

り、文字・活字への接触が完全に途切れている層は限定的であると考えられる。 
 

75.3

6.3

4.1

3.5
10.4

0.4
R05（n=2,228）

ほぼ毎日ある

週に３～５日くらいある

週に１、２日くらいある

月に数日くらいある

ほとんどない

無回答

26.0

37.3

35.3

1.4 R05（n=3,559）

減っている

それほど変わっていない

増えている

無回答
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3. 学校図書館の利用 

 

①学校図書館の利用頻度 

本調査の対象者全員に対して、普段、学校図書館をどのくらい利用しているかを質問した。 

※ 朝読書や授業の時間の利用を含む。 

 

(1)学校図書館の利用頻度（％）【単一回答】 
 

・小学生（n=951）       ・中学生（n=907）       ・高校生（n=913） 

 

(2)「学校図書館の利用頻度」の推移（校種別・％）【単一回答】 
 

・全体 

 

・小学生 

 

・中学生 

 

・高校生 

 

9.7

33.1

40.6

12.5

4.1

１．全く利用しない（n=92）

２．月に１～３回利用する（n=315）

３．週に１回利用する（n=386）

４．週に２～４回利用する（n=119）

５．週に５回か、それより多く利用する（n=39）

40.6

33.5

9.5

12.2

4.2

１．全く利用しない（n=368）

２．月に１～３回利用する（n=304）

３．週に１回利用する（n=86）

４．週に２～４回利用する（n=111）

５．週に５回か、それより多く利用する（n=38）

74.0

18.4

3.2

3.5 0.9

１．全く利用しない（n=676）

２．月に１～３回利用する（n=168）

３．週に１回利用する（n=29）

４．週に２～４回利用する（n=32）

５．週に５回か、それより多く利用する（n=8）

41.0

39.5

28.4

32.6

18.1

13.8

9.5

9.7

3.1

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7（n=2,771）

R6（n=1,472）

１．全く利用しない ２．月に１～３回利用する ３．週に１回利用する ４．週に２～４回利用する ５．週に５回か、それより多く利用する

9.7

12.1

33.1

38.0

40.6

25.8

12.5

16.7

4.1

7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7（n=951）

R6（n=503）

１．全く利用しない ２．月に１～３回利用する ３．週に１回利用する ４．週に２～４回利用する ５．週に５回か、それより多く利用する

40.6

44.4

33.5

30.0

9.5

11.0

12.2

9.9

4.2

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7（n=907）

R6（n=507）

１．全く利用しない ２．月に１～３回利用する ３．週に１回利用する ４．週に２～４回利用する ５．週に５回か、それより多く利用する

74.0

64.1

18.4

29.7

3.2

3.7

3.5

1.9

0.9

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7（n=913）

R6（n=462）

１．全く利用しない ２．月に１～３回利用する ３．週に１回利用する ４．週に２～４回利用する ５．週に５回か、それより多く利用する
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②１か月の読書冊数と学校図書館の利用頻度の関係 

問１（１か月の読書冊数）と、問４（学校図書館の利用頻度）の回答結果について、相関を分析す

るため、クロス集計を行った。 

 

(1)１か月の読書冊数と学校図書館の利用頻度（％） 
 

小学生（n=951） 

 

中学生（n=907） 

 

高校生（n=913） 

 

令和７年度調査では、全体的に「全く利用しない」（41.0％）の回答割合が最も高く、令和６年度調

査と同様の傾向がみられた。 

小学生については、「週に１回利用する」（40.6％）の回答割合が最も高く、「月に１～３回利用す

る」（33.1%）の回答割合が２番目に高かった。中学生・高校生については、「全く利用しない」（中 40.6％、

高 74.0％）の回答割合が最も高く、「月に１～３回利用する」（中 33.5％、高 18.4％）の回答割合が

２番目に高かった。問２（本の入手方法）における結果と同様に、校種が上がるにつれて、学校図書

館を利用しない割合は、小学生 9.7％＜中学生 40.6％＜高校生 74.0％と増加傾向にある。 

９月１か月間に【本】を全く読まなかった児童生徒の学校図書館の利用頻度をみると、小学生につ

いては、「週に１回利用する」（34.3％）の回答割合が最も高く、「全く利用しない」（31.4％）の回答

割合が２番目に高かった。中学生・高校生については、「全く利用しない」（中 66.8％、高 88.3％）の

回答割合が最も高く、「月に１～３回利用する」（中 20.5％、高 8.6％）の回答割合が２番目に高かっ

た。９月１か月間に【本】は読んでいなくても、月１回以上学校図書館を利用している児童生徒は、

小学生 68.6％、中学生 33.2％、高校生 11.7％となり、特に本の入手方法で「学校の図書館で借りた」

の回答割合が高かった小学生・中学生にとっては、学校図書館が児童と読書をつなぐ場となる可能性

があることがうかがえる。 

 

1.9

4.7

8.9

22.6

31.4

21.9

38.7

44.4

41.5

24.8

45.4

45.5

40.4

23.6

34.3

21.9

9.9

5.3

7.5

8.6

9.0

1.0

0.9

4.7

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５．５冊以上読んだ（n=324）

４．３～４冊読んだ（n=191）

３．１～２冊読んだ（n=225）

２．１冊まではいかないが、読んだ（n=106）

１．全く読まなかった（n=105）

１．全く利用しない ２．月に１～３回利用する ３．週に１回利用する ４．週に２～４回利用する ５．週に５回か、それより多く利用する

20.9

26.0

31.5

49.2

66.8

35.9

36.0

41.1

33.5

20.5

9.2

14.0

12.6

7.3

5.4

23.5

22.0

10.7

6.7

5.9

10.5

2.0

4.1

3.4

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５．５冊以上読んだ（n=153）

４．３～４冊読んだ（n=100）

３．１～２冊読んだ（n=270）

２．１冊まではいかないが、読んだ（n=179）

１．全く読まなかった（n=205）

１．全く利用しない ２．月に１～３回利用する ３．週に１回利用する ４．週に２～４回利用する ５．週に５回か、それより多く利用する

53.0

41.7

62.5

71.4

88.3

21.2

38.3

27.7

23.8

8.6

7.6

10.0

4.9

1.1

1.7

12.1

8.3

4.3

3.8

1.0

6.1

1.7

0.5

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５．５冊以上読んだ（n=66）

４．３～４冊読んだ（n=60）

３．１～２冊読んだ（n=184）

２．１冊まではいかないが、読んだ（n=185）

１．全く読まなかった（n=418）

１．全く利用しない ２．月に１～３回利用する ３．週に１回利用する ４．週に２～４回利用する ５．週に５回か、それより多く利用する
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4. 総括 

 

不読率については、全校種で前年度より上昇し、校種別にみると、小学生は上昇傾向にあり、中

学生は本年度上昇幅が大きく、高校生は高止まりが続いている。不読の理由については、「読みたい

【本】がなかったから」「他にしたいことがあったから」「【本】を読む時間がなかったから」の回答

割合が高く、児童生徒が多様な本と出会い、読書の楽しさや価値を実感し、主体的に本を「読みた

い」と感じられる環境整備や読書支援が求められる。 

本の入手方法については、「学校の図書館で借りた」「保護者や親戚に買ってもらった、または家

にあった」の回答割合が高く、学校や地域の図書館で本を借りる割合は、校種が上がるにつれて減

少傾向にあるが、保護者等による購入本や家庭の蔵書を利用する割合は、全校種で高い傾向にあり、

家庭が読書の重要な基盤であることが再確認された。 

紙媒体及び電子媒体の文字・活字媒体の利用については、１か月間に【本】を全く読まなかった

児童生徒の多くが、何らかの形で文字・活字情報に接しており、特に「マンガ」は、校種を問わず、

紙媒体・電子媒体ともに主要な文字・活字媒体となっていることがうかがえた。 

学校図書館の利用については、１か月間に【本】全く読まなかった児童生徒の中にも、月１回以

上学校図書館を利用している層がおり、特に小学生・中学生においては、学校図書館が児童生徒と

読書をつなぐ場となる可能性が示唆された。 

以上をふまえ、不読率の改善にむけて、児童生徒が日常的に接している文字・活字媒体や、興味・

関心のある事柄を起点に、段階的に読書へとつながるよう、読書を「紙の本」に限定せず、発達段

階や関心に応じた多様な読書への入口を用意することが重要と考えられる。国の『第五次「子ども

の読書活動の推進に関する基本的な計画」』が指摘する「不読率の低減」、「多様な子どもたちの読

書機会の確保」、「デジタル社会に対応した読書環境の整備」、「子どもの視点に立った読書活動の推

進」の重要性もふまえ、発達段階に応じた学校図書館の活用促進、紙媒体と電子媒体を組み合わせ

た読書環境の整備、家庭・地域と連携した読書機会の創出等、家庭・学校・地域が連携して子ども

の発達段階や生活実態に応じた多様な読書環境を整備していくことが求められている。 

なお、不読の理由として「文字や文章を読むことが苦手だから」と回答した児童生徒が、全校種

で一定割合存在していた。視覚障害等に限らず、読むことに困難さを感じている児童生徒一人ひと

りの状況に応じた支援の充実も引き続き課題である。音声資料や電子書籍の活用、読みやすさに配

慮した資料提供等を含め、多様な読書形態を保障する取組を、学校図書館をはじめとする関係機関

と連携しながら推進していくことが求められている。 
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5. 参考 

 

①文化庁国語課『令和５年度「国語に関する世論調査」』より 
 

(1)全国１６歳以上の読書量が増えている理由【複数回答・２つまで】 

※ 「あなたの読書量は、以前に比べて減っていますか。それとも増えていますか。」という質問【単

一回答】に対し、「読書量は増えている」と回答した人が対象。 

 

(2) 全国１６歳以上の読書量を増やしたいと思うかどうか（％）【単一回答】 

 

 

②文部科学省『全国学力・学習状況調査』（令和３年度～令和７年度）より 
 

(1) 学校の授業時間以外の、普段（月～金曜日）１日あたりの読書時間（％）【単一回答】 

※ 電子書籍の読書は含むが、教科書や参考書、漫画や雑誌の読書は除く。 
 

・小学６年生 

 岡山県（公立） 

全国（公立） 
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・中学３年生 

 岡山県（公立） 

全国（公立） 

 

(2)新聞を読んでいるかどうか（％）【単一回答】 
 

・小学６年生 

 岡山県（公立） 

 全国（公立） 

・中学３年生 

 岡山県（公立） 

 全国（公立） 
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③朝の読書推進協議会『「朝の読書」全国都道府県別実施校数一覧』（2021年 3月現在～2025年 5月現在） 

朝の読書推進協議会『2025年度「朝の読書」アンケート』より 
 

(1)「朝の読書」全国都道府県別実施率（％）【単一回答】 

 

(2)「朝の読書」実施の障害になる事柄（票）【複数回答】 

 

 

④岡山県教育庁人権教育・生徒指導課『スマートフォン等の利用に関する実態調査の結果について』 

（令和元年度～令和６年度）より 
 

(1)「自分専用のスマホ・携帯を持っている」「契約していない自分専用スマホを持っている（家族

などから譲られたもの）」と回答した割合（％）【単一回答】 

※ 非実施校のみ対象。 
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(2)スマホの利用時間（学習の目的で利用している時間を除く）の合計が「平日１日に３時間以上」

と回答した割合（％）【単一回答】 

 

(3)情報端末（スマホ、パソコン、タブレット）の利用時間（学習時間を含む）の合計が「平日１日

に３時間以上」と回答した割合（％）【単一回答】 

 

(4)どのようにスマホやパソコン、タブレットを学習に利用しているかの割合のうち、「読書（マン

ガをのぞく）」と回答した割合（％）【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 自分専用のスマホを持っている、 

または家族のものを借りて使っている 

児童生徒が対象。 

※ スマホなどを利用すると回答した児童生徒のうち、

スマホなどを学習活動に活用すると回答した 

児童生徒が対象。 
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